
 

 

 

発表会のご観覧ありがとうございました～地域へ届く子どもたちの発表～ 

先日の赤石発表会では、子どもたちの発表に心のこもった拍手をいただき、誠にありがとうございました。

今年は特に、相手に伝えることを意識してはっきりと大きな声で発表している様子が印象的でした。しっかり

と表現し、そのことについて認めてもらう経験をすることで、自己肯定感が増し、より積極的にコミュニケー

ションをとろうとする気持ちが育ちます。これが現代の社会において最も必要とされている資質であり、発表

を楽しんで、達成感に満ちあふれた子どもた

ちの表情から、発表会の目的を十二分に果た

すことができたことを感じました。これから

も小田小学校が皆様に愛され、誇りに思って

いただける学校であり続けるよう、職員一同

心を一つにして子どもたちと共に歩んで参り

ます。今後とも変わらぬご支援をお願い申し

あげます。 

AI時代の外国語授業  ～国際理解、思考力の向上というメリットも～ 
令和2年度より、小学校における外国語教育は３・４年生の外国語活動、５・６年生の外国語科としてスタ

ートし、週当たりの授業時数もそれまでより増加しました。さらに、本校では生活科の時間をつかって１・２

年生から英語に親しむ機会をつくっています。AI技術の進歩で自動翻訳の技術も急速に発達していく中、外国

語の教育に力が入っているのはどういう訳でしょう。いろいろな小学校で外国語教育の研修会が行われてお

り、公開授業においてはどの学校でも本校と同じように、英語でのコミュニケーションを楽しむ子どもたちの

姿を見ることができます。小学校の段階では、外国語によるコミュニケーションを楽しむという側面や、言語

に付随する外国の文化に触れて視野を広げるという側面を大切にして授業が行われています。人と人とが直接

心を通じ合わせるツール、そして国際理解教育としての外国語学習です。 

加えて外国語を学ぶことには他にもメリットがあるようです。大変興味

深い話なのでご紹介します。カミンズ(Cummins)という学者によると、水

面上（実際に話す言語）では別々の言語（言語1、言語2）を使っているよ

うでも、これら二つの言語は水面下（使う人の頭の中）では深く関わりをも

っていて、共有基底言語能力（CUP：Common Underlying Proficiency）

を形成しているというのです。従って、各言語をトレーニングすることは、

その言語の発達だけではなく、言語能力全体を発達させる効果があるということです。言語能力＝思考力だと

すれば、様々な言語を習得することで思考に使う道具が増え、思考力が向上するということが考えられます。 

もう一つ、英語の発音に関してですが、奈良教育大学吉村教授は次のように話されていました。「母国語が

英語ではない人が、そんなにネイティブの発音を真似しようと思わ

なくてもよい。ネイティブの人に対しても、各国で話されている英

語を聞き取れるようなトレーニングをお願いしてよいのではない

か。」、まったく同感です。国際共通語として英語が幅を利かせて

いるのが現実ですが、それぞれのお国のカラーが反映さ

れた英語を使って、日本人は日本人ならではのコミュニ

ケーションをしていけばよいのだと思います。

令和６年２月１日 
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食育の取組紹介

↓ 

書き初め作品 

２年生 音読劇「ニャーゴ」 

↑５・６年生発表「えがこう！私たちの

未来」 

科学発表  SDG‘ｓ

「本当に土から電気を作れ

るのか？」 

１年生 音読劇「サラダでげん

き」 

赤石発表会 

３・４年生発表「小田・柳井大好き PR

隊」 絵画作品 

       ２月の学校行事のご案内  

2/ 1 日（木）全校朝会  

学校健康フーラム（アクティブやない） 

  2 日（金）琴体験４～６年 

   6 日（火）読み語り１年 

9 日（金）新入生１日入学 委員会活動            

11 日（日）建国記念の日 

  12 日（月）振替休日 

  13 日（火）読み語り２年 

 14 日（水）薬物乱用防止教室６年生 

15 日（木）三世代交流もちつき（午前） 

16 日（金）第４回学校運営協議会 

20 日（火）SC 来校 

22 日（木）参観日・学級懇談会 

     学校保健委員会 

23 日（金）天皇誕生日 

27 日（火）避難訓練 ※火災 

28 日（水）SC 来校 

 


